
ひょうご産業活性化センター通信明日へ飛躍する企業をサポート

　ひょうご海外ビジネスセンターは、投資リスクの高い初
期段階での海外事業展開に関する調査費の一部を助
成する「中小企業海外展開支援事業」を実施していま
す。弁当製造のまねき食品株式会社はこの制度を活用し、
2017年10月、台湾に駅ナカ弁当店をオープンしました。
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今月の支援メニュー
ひょうご海外

ビジネスセンター
県内企業の海外ビジネス展
開を支援。2014年から神戸
市、ジェトロとの３機関で発足
した「ひょうご・神戸国際ビジネ
ススクエア」により、ワンストップ
での支援を行っている。
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4年がかりの準備で
台湾に1号店オープン
順調に滑り出し
日本の弁当文化を世界に

「Bentoを世界に」をスローガンに
　同社は1888年に駅で販売するスタ
イルの弁当製造業としてスタート。その
翌年には姫路駅で全国初の幕の内
式駅弁を販売しています。戦後、中華
麺に和風だしという一見ミスマッチの
商品「えきそば」を開発し、駅のホーム
や構内に店舗を展開。近年では姫路
駅前の商業施設内にカフェをオープン
するなど新規事業にも積極的に取り
組んでいます。
　「えきそば」で名が通っている同社
ですが、弁当事業は今なお全社の売
り上げの8割を占める主力事業です。
竹田典高専務は祖業である弁当への
思い入れが強く、入社した11年前から

「Bentoを世界に」をスローガンに掲
げ、海外進出のチャンスをうかがってき
ました。「海外では日本食というと高級
料理で値段も高いイメージが定着し
ています。手頃な値段だけれどおいし
い日本の食を、お弁当を通じてより多く
の人に身近に感じてもらいたい」と思
いを語ります。
　まずは県外へ、と10年前に大阪の
百貨店に進出し、順調に販売を増や
してきました。そんな折、台湾の会社か
ら合弁でまねき食品の弁当を売りたい
という話が舞い込んできます。結局そ

の話は実現には至りませんでしたが、
竹田専務はそれ以来台湾を往来する
ことが増え、出店するなら台湾でとの
思いを強めていきます。

出店先を台湾に決定し現地調査
　同じころ、金融機関を通じてひょうご
海外ビジネスセンターが海外進出を
サポートするための助成金制度を設
けていることを知り、申請。いよいよ本
格的にマーケティング調査に乗り出す
ことにしました。台北そごうでの弁当販
売や現地の弁当市場の調査を通じて
多くのことが見えてきました。「日本食に
対する関心は高い一方、値段が少し
でも高いと敬遠されること、味は薄め
が好まれることなどが分かってきまし
た」。特に台湾の駅
では台湾鉄道が
60元（約220円）
の値段で弁当を
販売しており、いか
に価格を抑えるこ
とができるかが大
きな課題として立
ちはだかりました。
　現地の食材を
入手できる取引先
を探す傍ら、セント

ラルキッチンとなる調理場の物件を探
し、きんぴらごぼうや照り焼き、穴子、と
んかつといった日本食を自前で製造
する体制を整えます。「助成金が出店
を前に進める力になりました。市場調
査だけでなく、会社設立に向けての
手続き調査や材料調達先の調査に
ついても助成いただけたことはありが
たかった」と話します。
　そして2017年10月31日、台湾の台
北駅内に「招來日日便當」をオープン。
現地のスタイルであるご飯におかずを
載せる箱型弁当を99元（約360円）
の価格でそろえたほか、幕の内弁当な
ど全15種類を用意しました。オープン
初日は地元のテレビ局7社が殺到し、
大きな話題を呼びました。1日300食の
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販売目標の1.5倍を上回るペースで売
れ、生産が追いつかないほどの人気と
なっています。また、弁当の予約販売
の注文も舞い込んでおり順調な滑り出

しです。
　「日本の食に対する人気は根強い。
今後は弁当だけでなく、総菜やスイー
ツなども販売できれば」と竹田専務。ま

た、台湾以外のエリアへの出店も視野
に入れており、「台湾を足掛かりに日本
の弁当文化を広めていきたい」とさら
に先を見据えています。

所在地　姫路市北条北川原953
代表取締役社長　竹田佑一
事業内容　会席料理・弁当など食料品の製造および販売、麺類店の経営

TEL 079-224-0255
URL http://www.maneki-co.com/会社概要
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県内企業の皆さまの
海外ビジネス展開をサポートします。

支援メニュー講座 ひょうご海外ビジネスセンター

問い合わせは ひょうご海外ビジネスセンター 078-271-8402

　2014年5月に当センターは神戸商工貿易センタービル4階に移転。ジェトロ神戸、神戸市海外ビジネスセンターの 
３機関が同じフロアに集まったことにより、海外展開をワンストップで支援する連携組織「ひょうご・神戸国際ビジネスス
クエア」が発足し、海外展開にかかるさまざまなご相談に対して支援サービスを提供しております。
　このほか、アジア主要都市10カ所に設置している「ひょうご国際ビジネスサポートデスク」や兵庫県海外事務所との
ネットワークも生かしつつ、さらに海外展開調査に関する助成金事業のほか、セミナーやミッションも行うなど、県内企
業の皆さまの海外展開を幅広く支援しています。お気軽にご利用ください。

○ ひょうご国際ビジネスサポートデスク
　　◦中国（上海、広州、大連）
　　◦ベトナム（ホーチミン、ハノイ）
　　◦インド（デリー）
　　◦インドネシア（ジャカルタ）
　　◦タイ（バンコク）
　　◦フィリピン（セブ）
　　◦シンガポール

○ 兵庫県海外事務所
　　◦米国（兵庫県ワシントン州事務所）
　　◦フランス（兵庫県パリ事務所）
　　◦オーストラリア（西オーストラリア州・兵庫文化交流センター）
　　◦ブラジル（兵庫県ブラジル事務所）
　　◦中国（兵庫県香港経済交流事務所）

海外ネットワーク
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